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, 本書は、平成元年度 卜瑞穂町教育委員会が瑞穂 町開発課の委
託を受けて奉施 した多 目的保安林総合整備事業に伴 うニッ山残
跡竪堀の確認調査の概報である。 _

, 調査は、平成元年 11月 26日 か ら 12月 6日 にかけて実施
した。

3, 調査組織

、 調査主 体

事務局

調査員

沢田隆之 (瑞穂町教育委員会教育長 )

井上 薫 (瑞穂町教育委員会教育次長 )

吉川 正 (島 根県文化財保護指導員 )

4, 調査に当た っては土地所有者 日高享三氏 ・瑞穂町開発課課
長布,佐  岡田恒喜氏の協力を得た。

5, 本書の作成は 吉ザ|1 正が担当した。

第 1図  三 ツ山城跡位置図



I ,周 囲 の 環 境 iと 調 査 ◆こ ‐ jる 経 緯
広島県境に源 を発する出羽川は、瑞穂町のほぼ中央を束流 してい

るが、その流域には狭長な沖積平野や河岸段丘が発達 し、いわゅる
出羽盆地を形成 してお り、平地の少ない石見山間部の申では比較的
恵まれた水田地帯 となっている。

瑞穂町地内では、現在までに約500ケ 所の違跡の分布が確認され
てお り、県内で も遺跡の分布密度の高い地域 として知 られている。
この内の半数は炉跡などの製鉄関係の遠跡であ り町内各地に分布 し
ている。

集落跡・散布地・古墳・窯跡などの道跡は、盆地の比高 10～ 50″

の段丘上や背後の低丘陵上に位置す るものが多 く、 時期的には旧
石器時代か ら歴史時代に至るものが知 られている。

今回調査の対象 となったニ ッ山城跡は、この出羽盆地の北側に等
える比高230盟 の独立 した尾根上に築かれた大規模な中世山城である。
このニッ山城跡に立つ と、出羽盆地のほぼ全域 を一望で き、また石
見町地域との交通の要衝にあたる絶好の位置 を占めている。

このニツ山城跡は、県内で も有数の大規模な山城であ り、比較的
往時の姿を良 く残 していること、町内各地か ら仰ざ見 ることので き
る恵 まれた場所に位置するその堂 々たる山容な どか ら長 い問町民に
親 しまれてきた町のシンボノンでもある。

このニツ.山 城跡につ 'と てヽはi田 所公民館の活動として地区民の奉
仕による草刈 りがここ20年程続けられたお り、また瑞穂町文化財愛
護協会による説明版・案内版の設置が行われている経緯がある。こ
のような活動の中から、三ツ山城跡について町による買い取 り・史
跡公園として整備してもらいたいとの強い要望が起こってきたので
ある。

こ?よ うな町民の要望を受け、1987年 3月 (昭和61年 度 )三 ツ山
城跡の主郭部6,3haに ついて町が買い取 りを行い、今年度 (平 成元
年度 )多 目的保安林総合整備事業の指定を受け、整備が行われるこ
ととなったものである。

今回の事業では、遊歩道の整備、雑木の伐採、桜や紅業・つつ じ
などの花木の植栽などが行われる予定であるが、遊歩道の整研iに 伴
い今回調査 した場所において竪堀部分に橋が懸けられる予定であり、



一部現状が変更 され ることとなっているため、竪堀の規模確認のた
めの調査 を実施 した ものである。

Ⅱ ,誹旋 書 の イ既 要

今回の調査の対象となつたのは、本丸 (́東 の丸 )の南側に派生す
る尾根上に所在する南出丸と呼ばれる郭の下方の堀切 り (空掘 )｀ か
ら、タタラ谷の谷底までの山腹斜面を掘 り込んだ竪堀の一部分であ
る。ちょうどこの場所は、ニッ山の麓の永明寺地区からニッ山の項
上に通 じる通称殿様道と呼ばれる通路が、前述した竪堀を横切る場
所にあたる。 (第 2図参照 )

現在、殿様道はこの場所で大きく山側に回り込んで続いているが、
これは後世に山肌を削 り竪堀を埋めて道を通したもので、本来はこ
の場所に長さ約 10記 の橋が掛かっていたものと考えられる。

調査は、今回の橋の予定地を中心に7肥 ×3,5肥 の調査区を任意に設
史 して行つた。

調査の結果、現在の地表下 3泥 のところで竪堀の底を確認 した。底  1
部の中は1,45肥 であり、埋没土は60cm大 の石を含むガラガラの礫が
ほとんどである。 (第 3図 ).                ・

竪堀は岩盤を大きく掘 り込んで作られている。掘 り込みの角度は
北側で60度 ・南側で75度 であり、かな りな急傾斜となっている。ま
た谷に向かっての傾斜は45度である。

現在、竪堀の北側の斜面はこの掘 り込みの角度に近い傾斜となつ
ていることから、本来の地形をかな り具く残 しているものと考えら
れるが、南側の斜面の角度は掘 り込みの角度よりもかな り緩やかに
なっている。しか しこの竪堀を掘 りあげた土砂が下方の谷部分にあ
まり落とされていないようであることから、この南側の部分には本
来はかな りな盛 り上がなされていたことが考えられる。

前述 したとうりこの部分は後世の道の補修によりかな り元の地形
が変えられていること、今回の調査範囲が狭いことなどから、本来
の竪堀の規模を推定することは困難であるが、今回の調査断面図か
らみて夕なくとも巾8記 ・深さ5肥 はあぅたものと考えられ、当初の想 ―

定以上に大規模なものであったことが明らかとなったのである。
道物としては、地表下約 1肥 のところで鉄分の錆が認められたが、



取 り上げることができなかった。

Ⅲ ,三二 ｀
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ニツ山城は、貞応2年 (1223)富永氏 (後 に出羽氏 と改称 )に よっ

て築かれた と伝えられ るとこれは益田七 尾城に次いで石見国では 2

番 目に古 い城である。以後、天正19年 (1591)出 雲頓原に移封 され

るまでの洵 350年 の間出羽氏の居城であった。 (一 時期は君谷・宇

山に居 した )

今回の多 目的保安林総合整 備事業の対象 とな る町有地部分につい

てtよ 1987年 度瑞穂町教育委員会によ り測量調査が行われてお り、

その縄張 りがかな り明 らかにされているが、ニッ山城全 体の縄張 り

については未だはっき りとしていないことも多い。ここでは、現在

明 らか とな っているニツ山城の縄張 りについてその概要 を紹介す る

こととす る。

下田所地区か らニッ山城に至 る谷は現在福城谷 と呼ばれているが、

ここには瑞穂工業背後の丘陵上に福城 と呼ばれ るかな りの規模をも

つ砦跡があるほか、谷 を挟んだ反対側の丘陵上 (玉 屋商店裏か ら桑

野直夫氏宅 肘近 )に も削平地 ・堀切の痕跡が認め られ 、福城谷か ら

の敵の侵入 を防いでいた もの と考 えられる。また 、出羽地区か ら二

ツ山城に至 る通路となる三沢谷の入 り口には瑞穂町役場の裏山に削

平地・堀 切らしきものがあ り、ここに小規模な砦があった もの と考

えられ る。メっ ま りニツ山城の前面の低丘陵が第一線の防衛線であっ

た もの と考 えることがで きる。

ニツ山城か ら西 、石見町方面に派生す る尾根上 (日 高勲氏宅裏 )

には、広石城 と呼んでいるかな り広い削平地をもつ砦跡があ り、石

見町方面か らの敵の侵入に備えていた もの と考 えられ る。

馬の原よ

“

区はニツ山城関係の馬 を飼 っていた ところと伝えられ 、
ここにはニッ山城の重臣の屋敷跡 と伝えられる四ツ土居 (日 高昇氏

宅 )が あ り、その背後の
′
尾根上に鳥打城と呼ばれ る小規模な砦跡が

ある。これは瑞穂町高原地区か ら荷メ峠を経て侵入 して くる敵・石

見町方面か ら山をこえ緩木 を経て侵入 して くる敵に備えた ものと考

えられ る。

ニ ツ山の礎 にある永明寺地区は、正平16年 (1361)高橋氏の侵攻



によ り炎上 した と伝えられ る永明寺に由来するが、小丸・門前・弓

場などニッ山城にかかわると考えられる地名が数多 く残 されてお り、

この一帯に城主や家臣団の屋致があった もの と考 えられている。

この永明寺地区か らニツ山城の主郭部に通 じる道は殿様道 と呼ば

れているが、この入 り口部の尾根上 (日 高享三氏宅裏 )は 南出城 と

呼ばれ、数段の帯曲輪や堀 切・竪堀がみ とめ られ る。

股様道 を上 ると今回調査 した竪堀部分を経てニツ山城中央部の神

明空堀か ら馬場の前面をほぼ水平に走る細長い通路に至 る。ここか

ら束に上 ると本丸 (東 の丸 )で ある。 ;

木丸はホ,65m× 25mの 広さがありt一部に土塁が残 っている。本

丸の中央部には約25m X15mの 広さで一段高い場所があ り、ここに

主要な建物があったことが考 えられる。

本丸の束には一段低い駄屋の段と呼ばれ る曲輪があ り、これに続

く束側の尾根は 4本 の大規模な堀切
i(空

堀 )と 竪堀により切断され

ている。

本丸の前には永明寺地区に向かって尾根が延びているが、ここに

は大鼓の段 。南出丸などの曲輪が造 られ、その下方は今回調査 した

竪堀に続 く2本 の堀切 (空堀 )に より切断されている。さらにこの

尾根を下 ると前述 した南出城に三 るが、その間́には何ケ所かの帯曲

輪があるよ うである。

本丸の北側には雪隠の段 と呼ばれ る小さな曲輪があ りくこれに続

く尾根 も大規模な堀切によ り切断されている。この堀切の北側に続

く尾根上にも何段かの削平が認め られるが詳細は不明である。

本丸の西 、ニツ山の中央部には馬場・舞殿の段 ・神明丸・神明空

堀な どの曲輪群が配置 されてお り、ここか ら西に一段上 ると広い削

平地に至 る。この削平地の中央には約 8m〉(15mの 一段高い場所

があ り、お蔵の段 と呼ばれている。

ここか らさらに上 るとニツ山城の最高所 (530,3″ )に あたる西の

丸に至 る。西の丸の広さは約 20m〉く30mで ある。

西の丸の南には泉水の段 と呼ばれる曲輪があ り、この西 20mの
ところに殿様池 と呼ばれている小さな池がある。ここには現在でも

水を湛えているが 、これがニッ山城主郭部での唯―の水源である。

西の丸の西には天神丸 と呼ばれる曲輪があ り、これに続 く尾根は



大規模な4本の堀切 (空 堀 )と これに続く2本 の竪堀により切断さ
れている。

西の丸北側の広石城に続く尾根上にもなん らかの施設が設けられ
ているものと思われるが詳細は不明である。
ニツ山城は、県内有数の規模を持つ山城であり、当地方の中世史

を探る上で極めて重要な山城である。しかし、その全体的な縄張り
については未だ不明な点も多い。今後の調査・研究によりさらに正
確な城郭配置を明らかにする必要があると考えていな)。

Ⅳ , よ  を上 狡 う              

´

今回調査した竪堀は、当初想定した以上に規模の大きなものでをb
り、城が機能していた当時は長さ8～ lom程度の橋が架けられて
いたものと思われるが、その後の道の補修によりかなり地形が変え
られており、今回橋の架けられる予定の場所では約4,51nの 巾と
なっている。この竪堀を保護するためには少なくとも5m以上の橋
が架けられることが必要と思われる。しかし今回計画されてiヽ る橋
の長さはlmで あり、橋台の一部が竪堀の内側に出ることとなりそ
うである。すでに工事契約も終わり、一部事業も進められてぃるこ
とから設計の変更は困難なようでぁるが、関係機関での協議の必要
があると考える。  '  ・



娑日的保安林総合整備事業(三 ッ山)
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第 3図 竪堀断面上層図
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